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都市再生整備計画　事後評価シート

加茂市街地地区第二期

令和７年２月

新潟県加茂市
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様式２－１　評価結果のまとめ

都道府県名 面積 380ha

交付期間 0.4

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

当　初

変　更

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

あり

なし ●

あり ●

なし

あり

なし ●

あり

なし ●

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

 ４）定性的な効果
　　発現状況

●

●

新潟県 市町村名 加茂市 地区名 加茂市街地地区第二期（第３回変更）

令和元年度～令和６年度 事後評価実施時期 令和６年度 交付対象事業費 356.0百万円

当初計画
から

削除した
事業

①幸町公園
②神明町多目的広場
③新町交流センター

①隣接地の施設整備との協議に時間を要したため、第三期計画で整備を
行う。
②地元との協議に時間を要したため、第三期計画で整備を行う。
③権利の取得に時間を要するため削除する。

①事業量は減るが指標への影響はない。
②整備を完了していないため指標の目標を達成できない。
③事業量は減るが指標への影響はない。

子ども伝統文化体験事業 関連事業で実施可能のため削除する。 事業量は減るが指標への影響はない。

国費率

 １）事業の実施状況

当初計画に
位置づけ、

実施した事業

事業名

新町多目的広場、新町木造雁木整備

事業活用調査事業

事業名 削除/追加の理由 削除/追加による目標、指標、数値目標への影響

－
令和元年度～令和６年度

 ２）都市再生整備計画
　　に記載した目標を
　　定量化する指標
　　の達成状況

指　標
従前値 目標値 数　　値

新たに追加
した事業 ①神明町多目的広場

②仮称加茂市地域交流センター
③加茂市都市計画マスタープラン策定事業

①事業内容を見直したため基幹事業から提案事業に変更する。
②当初計画と連携した効果が期待できるため、地域創造支援事業で交流セ
ンターの整備を行う。
③上位計画の変更に伴う都市再生整備計画の見直しのため、加茂市都市
計画マスタープランの策定を行う。

①整備を完了していないため指標の目標を達成できない。
②仮称加茂市地域交流センター整備に伴い、居心地が良く歩きたくなる
ための回遊拠点の創出に期待が出来るため、「健康ウォーク参加者数」
を追加する。
③本事業の上位的な計画のため影響はない。

指標1 新町木造雁木　歩行者数 人/日 348 平成30年 450

交付期間
の変更

令和元年度～令和５年度 交付期間の変更による事業、
指標、数値目標への影響

令和6年 ― 367 △

歩行者・自転車の総数は目標を下回ったが、従
前の調査からは増加しており、歩行者の通行量
に限定すると従前の調査から1.6倍に増えてい
る。よって傾向は改善していることが確認でき
る。今後は、歩行者に対象を絞り込み目標値を
再設定した上で計測することが望まれる。

―

目標
達成度

1年以内の
達成見込み

効果発現要因
（総合所見）

フォローアップ
予定時期

令和6年 ― 256 ○

悪天候でイベントが中止となったため計測は未
実施となったが、イベント予定期と同時期に開催
されたイベント（加茂ナイトバザール＠産業セン
ター）の来場者数から推計し、目標値250人を上
回ると判断できる。

令和8年4月指標2
新町多目的広場イベント
参加者数

人/回 0 平成30年 250

令和6年 ― 370 ×
神明町多目的広場が未整備のため、避難困難
区域の解消には至らなかった。

※次期計画の成果
指標として計測を実

施予定
指標3 避難困難者数 人 390 平成27年 0

令和6年 ― 253 △

参加者数は目標を下回ったが、過去5年の健康
ウォークのうち、本町商店街を含むコースの平均
参加者数は278人、それ以外のコースの平均参
加者は259人となり、コースとしての魅力を感じる
人が多いと想定される。

―指標4 健康ウォーク参加者数 人/回 302 令和2年 500

 ３）その他の数値指標
　　（当初設定した数値
　　目標以外の指標）に
　　よる効果発現状況

指　標
従前値 目標値 数　　値 目標

達成度

412

4,907
その他の

数値指標２

新町のWi-Fiアクセスポイ
ントにおける月平均アクセ
ス数

人/月 ― ―

1年以内の
達成見込み

効果発現要因
（総合所見）

フォローアップ
予定時期

その他の
数値指標1

休日の新町木造雁木　歩
行者数

人/日 ― ― ―

平日に比べ、休日の新町雁木歩行者数が多いこ
とから、日常の移動だけでなく散策・ウォーキン
グなどの余暇利用にも活用されていると推測さ
れる。
「指標１：新町雁木歩行者数」の計測の際にも夜
間のウォーキング利用がみられたことからも余
暇利用が定着していることが窺える。

27,058

中央コミセン・メリアの健康ポイント端末への年
間アクセス数は増加しており、その周辺地区であ
る「加茂市街地地区」におけるウォーキング頻度
が高まっていると推測される。

・新町雁木が整備されたことによって、健康ウォーキングイベントにて新町も新たにコースに組み込まれ、街中により多くの人が訪れる機会となった。
・交通量調査時の状況から、日常の移動空間としてだけでなく夜間のウォーキングなどにも利用されている。

新町のWi-Fiアクセスポイントの月平均アクセス
数（ユニークユーザー数）は年々増加しているこ
とから、年々、外からの来訪者が増加していると
推測される。

令和7年4月

その他の
数値指標３

加茂市健康ポイント事業
のポイント端末（中央コミ
セン・メリア）の年間アクセ
ス数

件/年 ― ―

 ５）実施過程の評価

実施内容 実施状況 今後の対応方針等

モニタリング ―

都市再生整備計画に記載し、実施できた

―都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

持続的なまちづくり
体制の構築

①令和6年3月13日「加茂駅周辺まちなかエリアプラットフォー
ム」の設立

都市再生整備計画に記載し、実施できた

まちなかエリアの方向性など情報共有を図る。都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

住民参加
プロセス

①令和4年のまちづくりワークショップ「かもMIRAIカフェ2022」に
よる、本計画区域内を含むまちなかの活用についての検討
②次期計画に向けた幸町公園の整備方針に関する住民意見の
聴取

都市再生整備計画に記載し、実施できた
①については、次期計画の立案において、他主体によるまちなか活性化等の検討
経過などを可能な範囲で反映する。
②については、次期計画の幸町公園整備に反映させる。

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった
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様式２－２　地区の概要

人/日 348 平成30年 450 令和６年 367 令和６年

人/回 0 平成30年 250 令和６年 256 令和６年

人 390 平成27年 0 令和６年 370 令和６年

人/回 302 令和2年 500 令和６年 253 令和3年

加茂市街地地区（新潟県加茂市）　都市再生整備計画事業の成果概要

まちづくりの目標 目標を定量化する指標 従前値 目標値 評価値

まちの課題の変化

事業前の課題として、
①加茂古道や市街地の日常的な来訪、利用の増加、②市街地地区と市役所周辺との連携、居心地が良く歩きたくなるための回遊拠点の創出、③大勢の来訪者を受け入れる収容力の強化、④避難困難地域における安全性の確
保が課題として挙げられていた。このうち、①～③については、新町雁木や新町多目的広場の整備により解消に向かっている。一方で、④については神明町多目的広場の整備を次期計画へ繰り越したため課題解消には至らな
かった。

今後のまちづくり
の方策

（改善策を含む）

（まちづくりの方策）
       ①整備した施設の利活用促進：新町多目的広場等について、地域住民の更なる活用を促進する取組みを図る。

②整備した施設の維持管理：現在も、昼夜問わずウォーキングや散歩等に利用されている新町木造雁木の保守管理を徹底し、空間の質を保つことで地域住民の持続的な利用を確保する。

（改善策）
     ①まちなかのさらなる回遊性向上：市街地とその周辺部となる加茂古道の回遊性を高めるとともに、まちなか回遊の促進を図る。

       ②回遊拠点の利活用検討：回遊拠点の一つとして整備した仮称加茂市地域交流センターの利活用を促進するための運営や施設整備について検討する。
     ③避難困難地域の解消：震災時に最寄りに一時避難できる施設がない地域を解消する。

北越の小京都の風情を持った魅力あるまちづくりを目指す。
目標１：小京都らしい風情の創出
目標２：山-市街地-役所周辺を結ぶ回遊性の創出
目標３：イベント等の受け入れの収容量の確保
目標４：災害に強いまちづくり

新町木造雁木　歩行者数

新町多目的広場イベント参加者数

避難困難者数

健康ウォーク参加者数
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